
第3学年の実践

安河内健二

【単元名】「れいをあげてせっめいしよう~世界に40冊!食べ物へんしんブックを作ろう"'"'J

【教材名】「食べ物のひみつを教えますJ(光村図書3年)

1 学級の実態

・調べたことや書きたいことをメモすることは全員の児童ができる。

・自分が書いたメモを活用して構成を考えたり、メモをふくらませて文章を書いたりすることが十

分にできない。

・段落意識が育っておらず、書こうとすることを続けて書き表す児童が目立つ。

・語と語や文と文の続き方を考えながら書くことやつながりのある文章を書くことに課題がある。

.書いた文章を読みあうことや感想を伝えあうことに対して意欲的である。

2 言語活動

相手意識

学級の友だち

家族

3 学習目標

(1) 態度目標

目的意識

自分が調べた食べ物のひみつの中から、

伝えたいことを選んで知らせるため

場面意識(公/私)

公的

・他者にわかりやすく伝えるために、工夫して書こうとすることができる。

(2) 価値目標

・他者と自分を比べながら、お互いの考えのよさを認め合うことができる。

(3) 技能目標

ジャンノレ

説明文

・「はじめ・中・おわりJの構成を理解し、調べたことを段落に分けて書くことができる。

「中Jの部分で、内容のまとまりごとに段落を分けて書くことができる。

-書いたものを読み合って、書き手の考えについて意見を述べ合うことができる。

(4) 年間技能目標における位置づけ(。は重点的に指導)

月 単元 教材 ジャンル 課題 取材 論理 構成 記述 推舷 交流

6 ほうこくする文章を書こう 気になる記号 報告文 。 O 

7 用件や気持ちがったわるように書こう 手紙を書こう 手紙 。 O 

11 れいをあげてせつめいしよう
食ペーのひみつを教えます E発明文 @ 。

嚇帽!峨唱叫A械的側

12 組み立てを考えて書こう 物語を書こう 物語文 。 O 

1 かるたについて知ろう かるた 詩 O O 

2 ほうこく書を書こう 本で調べてほうこくしよう 報告文 O 。
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4 単元構成図

、、
F 
単元名・教材名

れいをあげてせっめいしよう『世界に40冊 !3の2食べ物へんしんブックを作ろう』

『食べ物のひみつを教えますJ(光村図書3年)

、

学習の活動目標
第1次(1時)

「調べたことを、例を挙げて説明する文章を i 

(調べたい食材を1つ決める}、
-------------圃・・・田園圃・・・・薗圃・・・・・・---""

第2次 (2時)

f 図書の本を読んだり、家の人や栄養士さんな i 
i どに聞いたりして、選んだ食材がどのように姿 i 
i を変えて食べられているか、書くことに必要な
l、ことを理解して調べる。 ノ

第3次 (2時)

f rlまじめJr中Jrおわり』の構成になるように、証)
(べたこ峨示はがら文章胤{本時) j 

第4次 (2時)

: r 3の2食べ物へんしんブックjを作り、書

! き上げた文章を友だち同士で読み合う。
l そして、上手に書けているところを見つけ、
l伝え合う。
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総時数7時間
J 

学習目標
※(())は評価規準

食べ物について関心をもち、食材を1つ選

んで書くことを決めたり、学習の見通しを

もったりすることができる。

《学習に見通しを持ち、調べたい食材を決

めている。》

図書の本を読んだり家の人や栄養士さん

などに聞いたりして、食材がどのように姿

を変えて食べられているかを調べることが

できる。

《書くことに必要なことを調べている。》

「はじめ・中・おわりjの構成を理解し、

調べたことを段落に分けて書くことがで

きる。「中Jの部分では、内容のまとまり

ごとに段落を分けて書くことができる。

《調べたことの例を示しながら、 fはじめj

f中Jrおわりjの構成になるように文

章を書いている。》

書いたものを読みあい、友だちが上手に説

明しているところに気づき、意見を述べあう

ことができる。

《友だちの文章を読み、上手に書けていると

ころを見つけ、意見を伝えている。》



5 学習活動と指導の実際

第一次・・・・・・・

①学習内容

学習課題を設定し、学習の計画を立てる。(調べたい食材を1つ決める) (1時間)

②指導内容

単元「すがたをかえる大豆Jの学習後に、大豆以外にもすがたをかえている食品がないかを児童に尋

ねた。すると、 f米はごはんやおもちになるよ。Jr牛乳はヨーグルトになるとお母さんが言っていたよ。J

など、自らの生活経験をもとに一生懸命考える児童の姿が見られた。そのような児童の思いを生かしな

がら資料1に示す学習計画を立てた。その過程で、最終的には一人一人が調べたことを一冊の本「食べ

物へんしんブ、ツクJにまとめ、みんなで読み合おうという目的意識を持たせるようにしていった。

しかし、「食べ物へんしんブックJを作り、みんなで文章を読み合うためには、児童一人一人ができる

だけ異なる食品について調べていく必要があると考えた。そうすることで、みんなで読み合った時に新

たな気づきも多く生まれるし、互いに読み合う楽しさも味わえるからである。そこで、「身近な食品の中

で姿を変えてそうな食品Jを自由に考えさせる場を設定した。資料2は、児童が話じ合った結果出され

た食品名である。

このようにして児童は、教科書に例示されている「米Jr麦JrとうもろこしJrさとうきびJr牛乳Jr魚j

以外にも、姿を変えて食べられている食品があることに気づき、意欲的に調べたい食材を一人一人が決

定していった。

(資料1)単元の学習計画

調べたことを、倒を挙げて説明する文章を書いてみんなで読み合おう

~世界に40冊!3の2食べ物へんしんフックを作ろうN

①学習計画を立て、調べたい食材を1つ決める。

②③図書の本を使って、食材がどのように姿を変えて食べら

れているか調べる。

④⑤⑥「はじめJr中JrおわりJの構成に気をつけて、説明

する文を書く。

⑦ r3の2食べ物へんしんブックJを作り、みんなで書いた

文を読み合う。

(資料2)すがたをかえる食品の例

0たまご Oとうがらし

0いちご 0豆腐

Oいわし 0小豆

0いか O肉

0オクラ Oじゃがいも

0ぶた肉 Oらつかせい

0だいこん

Oさとうきび など

Oゴーヤ

第二次・・

①学習内容

図書館の本を読んだり、家の人や栄養士さんに話を聞いたりして、選んだ食材がどのように姿を変え

て食べられているか、書くことに必要なことを調べる。 (2時間)

②指導内容

十分に調べ活動が行えるようにするために、学校図書館以外に地域の図書館に依頼をして、食べ物に

関する本を多く準備した。だが、どの本に自分の調べたい食材に関することが載っているかを探し出す

ことはとても困難であることが予想された。そこで予め、教師が本の中身を確認し、どのような食材に

Fhυ A4
 



関する内容が記載されているか

を確かめ、本の表紙の部分に食材

名を記したふせんを貼り付ける

ようにした。(資料3)

すると児童は、ふせんに書かれ

た食材名を頼りに、自分の調べた

いことが載っている本を短時間

で見つけ、調べ活動に取り組む姿

見られた。さらに、「この本にも

いちごのことが載っているみた

いだよ。Jなどと、複数の本を見

比べながら調べ活動をする児童

の姿も見られた。

(資料3)本の表紙に食材名を記したふせんの実際

本に載っている食材名をふせんに記し、

児童が調べたいことを見つけやすくした。

このようにして調べたことは、「おいしく食べる工夫Jr姿をかえていく様子Jの観点でメモに書かせ、

整理させた。教科書には、資料4に示す図が例示されている。しかし、このような形式で調べたことを

まとめることは、児童にとってはじめての経験である。そこで、単元「すがたをかえる大豆Jの学習を

想起させながら、全体で教科書に提示されている図が表す意味を確認する時間を設定した。そのうえで、

資料4のワークシートを準備し、調べたことを書かせていった。

ワークシートに記入する際は、長い文章でメモを書くのではなく、調べて分かつたことを短い文章で

書くことを全体の場で確認するようにした。長い文章の形になっている児童には、個別に「必要なこと・

必要でないことJを確認し、できるだけわかりやすいメモとなるようにしていった。

(資料4)調べたことを記入するワークシート

lく教科書の図〉 iく教科書の図をもとに作ったワークシート〉

-や〈
-にる

・細〈ぜん切りにして.

かる<lI.・しする.

..火で.11目が

つ<*で働<.

-ーーをつけて食ベる. 4
0

・'sa2
・
4

・
h
品
レ
品

7'''"--s

書
簡
A

-鍋げる.

・唱. 5草リの.さに切る.
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特に、分量や調理に必要な器具などを細かくメモする児童の姿が目立ったので、その点は全体で確認

する時間を設け、メモしなくてもよいことを押さえるようにした。

第三次・・・・・・

①学習内容

『はじめJr中Jrおわり」の構成になるように、調べたことの例を示しながら文章を書く。 (2時間)

(授業1"""授業2)

②指導内容

「はじめJr中Jrおわりjの構成を理解させるための手だてとして、ワークシート(構成表)を準備
し、「はじめJr中Jrおわりjの部分を分けて記述させるようにした。記述させる順序も「はじめJr終

わりJを記述した後に、「中Jを記述させるようにして、「中jの部分に時間をかけるようにしていった。

特に、「中Jの部分は、短冊形式にしたワークシートを準備し、 1枚の短冊に調べたことを 1つずつ書

かせていった。また、教師による評価も短冊形式のワークシート 1枚ずつ行うようにした。そうするこ

とで、書くことに抵抗のある児童には、「まずJr次に」などの接続調の使用を意識づけることや、文末

を r"，です。Jr '"ます。Jとすることを呼びかけるようにしていった。

第四次・・・・・・

①学習内容

「世界に40冊 "'3の2食べ物へんしんブック"'Jを作り、書き上げた文章を友だち同士、家庭で

読み合い、互いのよさを認め合う。 (2時間)

②指導内容

学級の児童一人一人が書いた文章を一冊の本としてまとめ、学級の友だち同

士、家庭で読みあう場を設定した。

本の形式はカラー刷りで、サイズは15佃 x1 1 cmのミニサイズの本となる

ようにした。カラー刷りにしたことで、「食べ物へんしんブック」が完成した

ときの児童の喜びは、とても大きなものとなった。ちょうど手の平くらいのサ

イズの本を、目を輝かせて熱心に読む児童の姿はとてもほほえましかった。

また、「食べ物へんしんブ、ツクJを作る学習は、次頁資料5に示すように、

学級通信を使って家庭に伝えるようにした。それは、書いた文章の良さを互いに認め合う場を家族

にも広めたいと考えたからである。

そして、保護者からは「食べ物へんしんブックJを読んだ感想を募るようにした。特に、本実践

では「構成Jに重点を入れて指導を行ったので、「はじめJr中Jr終わりJに分けて文章を書いたこ
とや「まずJr次にJなどの接続詞を使って文章を書くことの大切さを保護者に強調して伝え、その
視点からの感想も募るようにした。

この結果、学級全体の9割近くの保護者が感想を書いてくださった(次頁資料6)。保護者から届

いた感想は、児童に読み聞かせ、文章の良さやがんばりを認め合えるようにしていった。児童にと

って、友だちの保護者からほめられるという経験は新鮮だ、ったようで、保護者からの感想をうれし

そうな表情で聞いていた。
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~~ぷゐ m?i!協議o0 
同筋-・"側i融陥

3開必酬1閣へffib~ïi，1 fQffí}

-3年2組38A-A-Aが作者~

そんな、 3の2食べ物へんしんブックを創り上げるまで I ，_ 

子どちのために書いだ書物は少ないので、鑓レい漢字が

あったり、知らない言葉カ句つだりと図鑑続きでしだ.そ

のようなときは、日頃使い慣れている国語辞書を使って言

黛の意味を調べるようにレました.そレて、本を読みなが

ら大事なことをメモして、文章に仕上げていったのです.

鰻後に、出来上がコた文章を清曾しました.手@平が. 

..EtJ'1.手がつかれる億~，ー生s・11011.品目暗む怠.
熱血に取り組む子どちたちの姿をお家の方にもお見せし

だかつだです.

このよう!こレて出来上がった一人一人の文章をとじ合

わぜ、一冊の本にまとめたものが r3の2食べ物へんレん
ブック」です.今日お家に持ち帰りますので、ぜひ家族み

んなで子どちたちの文章を読んであげてください.そして、

「曙め官官IJを一言かけていただけるとあり力党いです.
きっと次のがんばりCつながることだと思います.

子どちたちち、自分の調べた食べ物のことは知っていま

すカ1友だちの調べた食べ物のことは詳レく知りません.
みんなで作った箆ベ物へんしんブックを読み合うことで、新レいこと!こ気づいたり、友

だちのがんばりにち目を向けたりレていってほしいと思います.，，--A. 

そんな思いで作った r3の2食べ物へんしんブックJ、 3年2組，JJζ~を~π:t."
の思い出のーっとしていつまでち大事にしてもらえると、うれ‘泣'1空三

凶です・ $.'0:会‘
3軍2組錦鶴駒E浜崎ロタ悲劇脇~ß:?~~

の錨道のり低騨l巳明こ訓醐叩ω1と…/&u~. <::<:: l~ ~_m~1 蹴るこ…宵活動の中でとても大切紅吋・髄わたし叫問問州
25J2212室2222212U申2L....@.，;評判といま忠弘ZZftgfztZT32221rE
22b宮部私坊主ZZJ22|詰←二動時間庶民間22iLち的ん経即たいと考えて
マ22:222ぉ…舗で説明文を書きはじ lZ9 品開]~立なお:ぉ:昌弘主主主私立史的りが
めまレた.一人一人が詳しく調ベた~\食べ物を1 つだけ決 計方争、 お忙しい折、ご協力いただtすると幸いです.
め、その食べ物がどんなふうに変化するかを調べましだ.調べるため仁、図鑑や書物を と与主主1
活用ほほ\.こ.-1~ ~ 

|(資料6)保護者からの感想を紹介した学級通信|

~3の2食べ物へんしんブック』の感想をお願いしたところ、だ .JtÞ.~ 

くさんのメッセージが居きました.お忙しい中、ゆ混まるメッセ- Iゐ:-IfJ久
ジをわざわざ書いていただきありがとうございましだ.届いたメッ ι事実.贋‘去、色ノ

u … 
セー湖、子どもたちに跳んであげましだ. 戸脳出~i掛
メッセージを読んであげると、だくさんのほめ冨譲か次々!こ霊場 、々守合"'~-

、二)~ll>> 山主
じて、子どもたちもうれしそうな表情をしていました.r字カ守てい )叫グ)
ねいだったことJr詳しく調べて告いてあつだことJrとてち分かりゃすかったことJr初

めて知つだことがあって驚いたことJなど、子どちたちのがんばったことをダイレクト
にほめていただき、ありがとうございます.改めて、子ども達のがんばりを認めてあげ

ることの大切さを感じました.

今、国語科では「物話を書こう」という学習をしています.起京転結の組み立てを替

えながら、オリジナルの物語を作る学習です.次は、 ~3学期に文集としてまとめたい

ねJと話をしているところです.
たくさんの感想をいだだきましたが、いくつか紹介さぜていただきたいと思います.

率入〉伝記長語読2;ii凶l£しiiiMji
，壬圃島λ~".'F'> のものでも‘ーまた1?-h'って‘ーソkー人の乙せいも出ていると庖
cr今~(LIます。文でめせつ品 lも上テです仏総もよ〈書けて'LIまし
弘主ぷ』ー~た。 t-.t-hl/:J-h'棄し LI本でしたね。
-副凶幽蝿. 、a、-"、町，、-"、~町、.J、-"、~ヘ---、-"、~

最
3の2食パ物八んしんブック‘ ëtt~νなよ〈書けてLIましたね.
TつTつ銃ませてもらいました抗ユれを4土よ"，るのにた〈さ
ん胡パもの芭して‘何度も書き直して‘いつtt¥，Iどり占〈した
種子-h'目lこうがびます。乙の本l孟‘ 3年2血のどりょ〈のけっ
しょうですね。

善言明型塑F2
32-……  .ざい芭いがした食パ物の八んしルs:り芭せんもん叡lこ主主った

よう従気持ちで‘だれにでもったわるように‘ていねい匂せつ

めいで作つであり‘とてもすrtらし〈馬いました。
自Iuたちだけの八んしルブック‘た-h'、らものげまたTつふえ
ましたね。

最
3の2食パ物八んしんブック芭よんで‘いろん，t-.t食パ物げちょ
うりのし吋たによってすザた芭がえるるとf1J:< '"まがりまし
た。〈わし〈飼パた乙と芭文章に来して4ずんばって作ったルだ

むとJ!l:LIました。大切lこしたいと思います。

緋持J失る
来週の月曜日と火曜日は保護者懇談会の日です.学級全体の人数が書いため、一人一人

の方とお話をする時間が十分にとれなかったり、 30分の時間帯枠に4-5人の方の懇談を入れ

ていますので‘お待たせしたりすることもあると思います.ご遠惑をおかけしますが、ご理解とご協

力をお願いいたします.廊下跡è:t:也事昭司，.民事老ひか担割Id:ろ.十分広町$対策唱t~
aτか勾来線吉相官'~~Iい.
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6. 授業の実際
限業1 rはじめJr中Jrおわり」の構成について理解する指導について|
(1 )授業の計画

|盤|

3つに分け

る活動を通

して、「はじ

めJr中Jrお
わりjの構成

について理

解できるよ

うにする。

かえる大豆j

の学習を想

起させたり、

比較させた

りするよう

にする。

[本時でつけたい力】

「はじめ・中・おわり」の構成を理解する。

【本時の言語活動】

教科書のサンプルを参考にして、「はじめJr中Jrお
わり」に書く事柄を整理する。

【本時の活動計画】

①これまでの学習を振り返り、めあてをつかむ。

(めあて)

文章を読んで、「はじめJr中JrおわりJの役割を

考えよう。

②教科書のサンプルを3つに分け、「はじめJr中Jrお
わりJに書く事柄を確認する。

rサンプル文を3つに分けた後の話し合いの様子 、

Tl)文章を分けるときに、どんな分け方をしま

したか。

cl)段落で分けました。
c 2) rはじめJr中JrおわりJの3つになるよう
に分けました。

T 2)段落で分けた人がいるけど、段落は3つだ

けじゃないよね。そこはどうしたのかな。

C 3)すがたをかえる大豆のときと閉じように、

「はじめJrおわり」以外は、「中Jにしました。
: C 4)すがたをかえる大豆のときも、「中」にはた

くさんの段落があったから、それでいいと思い

ます。

: T 3)そうだったね。「中Jには段落がいくつもあ

ったね。みんなが分けた文章をもう一度読んで

みましょう。「中」の段落って、順番を入れ替え

てもいいと思いますか。いけないと思いますか。

: C 5)入れ替えたらいけないと思います。「まずJ

f次にj という言葉があるから、入れ替えると:

おかしい文章になります。

③学習のまとめをする。

(まとめ)rはじめJr中JrおわりJに分けて文章
を書くと分かりやすい。中を書くときは、「まずJr次
に」を使うとよい。

④「題JrはじめJrおわり」の部分の文章を書く。
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同童の意識の流れJ
、

調べたことは、ど

んなふうに文章

に書くといいの

かな。

持
すがたをかえる

大豆と同じよう

に、「はじめJr中」
「おわり」に分け

て文章を書くと、

分かりやすい文

章になるね。

織
中にはいくつも

段落があるから、

「まずJr次に」
などの言葉を使

うと、分かりやす

い文章になるね。
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(資料8)文章全体の構成を理解させるための構成表
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く児童支援上のポイント〉

0段落構成の意識を育てるために、「はじめJrおわりjの部分

は、教科書のサンプル文を真似ながら書かせる。

0文字数を意識させるために、マス自の枠を準備する。

0段落意識を育てるために、文頭IこrOJを記載する。

(2 )授業の実際

すがたをかえる大豆では、文章が「はじめJr中」
「おわり jに分かれていることを読み取る学習をし

た。このことを学習中に想起させたり、比較させた

りすることを常に大切にした。

まず、「はじめJr中JrおわりJの構成を理解さ

せるために、資料7に示す教科書のサンプル文を

「はじめJr中JrおわりJの構成に分ける学習を行

った。教科書のサンプル文はとても短いので、児童

は容易に「はじめJr中JrおわりJの構成で、文章

を分けることができていた。

その後、どのようにして文章を3つに分けたかに

ついて話し合いを行った。その話し合いを通して、

「はじめJr中Jrおわり」の構成で文章を書くこと
の大切さや、「中jの部分では、「まずJr次にJrさ
らにJなどの接続調を適切に使って文章を書くこと

の大切さを確認した。

文章を書き進める段

階では、資料8に示す

構成表を活用した。こ

の構成表は、「題名Jrは
じめJr中Jrおわり」
の構成が一目でわかる

ようにまとめたもので

ある。この構成表を活

用することで、児童に

「はじめJr中Jrおわ
りJの構成を意識づけ

るようにしていった。

日頃は書きたいこと

を整理できない児童、

書こうとすることを長

い文章で続けて書こう

とする児童、段落意識

が育っていない児童も、

「はじめJr中Jrおわ
りJを確認しながら、

文章を書き進める様子

がうかがえた。

また、「中」の部分に

重点を置いて文章を書

かせたいと考え、「はじ

めJrおわりJr中Jの
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順序で文書を書かせるようにした。「はじめJrおわり」の部分については、教科書のサンプル文を真似
ながら文章を書かせた。そのようにしたことで、書くことを苦手とする児童も抵抗なく、すらすらと書

き進める姿が見られた。

陣業2 構成についての理解を基に文章を実際に書かせる指導について|

( 1 )授業の計画

隊師の手だて|

l鴇|

「中Jrおわ
りjが一目で

分かる構成

表(ワークシ

ート)を準備

する。

「中Jの順で

書き、「中」

の部分が書

こうとする

ことの中心

となるよう

にする。

【本時でつけたい力】

「はじめ・中・おわりjの構成を理解して、構成を基

に文章を書く力。

【本時の活動計画】

①前時の学習を振り返り、めあてを確認する。

(めあて)

「まずJr次にJrさらに」などの言葉を使って、調
べたことを一つずつ文章にしよう。

②短冊シートに調べたことを書く。

0短冊シートを書く前に、自分が調べたメモをもと
に、「中Jの部分の構成について考えさせ、「まずJ

「次にJrさらにJなどの順序を意識させるように
する。

01枚の短冊シートには、食品がすがたを変える事例

1つだけを書かせるようにする。

③構成表に短冊シートを合わせて、文章全体の構成を

確認する。

④学習のまとめをする。

0次時は、清書をして、「食べ物へんしんブック」作

りを進めていくことを確認する。

同童の意識の流れj
..-司、
短冊シートには、

調べたことを 1

つだけ書くとい

いね。

料
「まずJr次にJ
の言葉を忘れず

説
構成表に短冊シ

ートを合わせる

と、文章が完成す

るね。

斡
(2)授業の実際

「中」を書く場面の指導では、「まずJr次にJrさらにJなどの言葉を使って、調べたことを一事例ず
つ文章にしていくことをめあてとして学習に取り組んだ。

「中Jを書き始める前には、自分が調べたメモをもとに、「中Jの構成について考えさせるようにした。

児童は各自、食品が姿を変える様子について2""'4事例ずつ調べていたので、その事例を説明する順

序を考えさせることは必要だと考えたからである。

「中」の構成を終えた児童に、質問を通して構成の意図を探ったところ、児童は、自分が調べたこと

の中で一番驚いたことや不思議に感むたことを初めに書いていくパターン、反対に、一番驚いたこと

F
h
u
 



や不思議に感じたことを最後に書いていくパターンなど、一人一人違った「中jの構成を考える姿が

見られた。つまり、「中jの構成を考える活動は、児童に書こうとすることの中心や伝えたいことの中

心を明確にすることへとつながったと考えられる。

資料9は、「オクラJという同ーの食品を取り上げて文章を書いた児童の作品の一部である。資料9

からは、同一の食品を取り上げて書いた文章でも、児童の構成の仕方により、事例の取り上げ方が異

なることが分かる。

(資料9)同一の食品を取り上げて文章を書いた児童の作品

A児 B児

l:t オクラは、いろいろな食べ物にすがたをかえています。 オクラは、いろいろな食べ物にすがたをかえて食べられて
じ

います。め

まず、コーヒーです。コーヒーは、オクラのたねを取ってい まず、オクラの天ぷらです。オクラをあげると、オクラの天ぷ

ります。いったオクラのたねをコップにコーヒーのように入れる らになります。

と出来上がりです。

に一申杭何で杭て 次に、かんそうオクラです。オクラを輪切りにして、ザルなど

中
しようゆやかつおぶしとまぜて食べます。 の上にならべて風通しのよい場所でかんそうさせます。使うと

他にも、納豆とまぜてもいいです。 きは、そのままスープや汁に入れておいしく食べます。 I

一jrlこさならっにた、ら代、用コーヒーがあります。オクラの収穫が最後の方
、完熟させて、たねを取ります。たねをいって、コー

ヒーミルやすりばちですりつぶし、コーヒーのように入れれ

ぱ、代用コーヒーの出来上がりです。

お このように、オクラはちがう食品にすがたをかえて食べられ このように、オクラはくふうされているいろな姿になって食べ
オコ
ているのです。り

その後、文章を書き進める際

は、資料10 r短冊シートj を活
用した。短冊シートは、事例ごと

に内容を整理して文章を書かせる

ために作成したものである。 r1つ
めの工夫Jr 2つめの工夫」という
ように、事例が増えるごとに短冊

シートの枚数が増える仕組みであ

る。

また、児童には、r1つめの工夫」
について書くときは「まずj、r2

つめの工夫j について書くときは

「次に」というように助言をした。

事例ごとに順を追って文章を書き

進めたことで、児童は「まずJr次
にJrさらにJという接続詞を自然
と意識することができていた。

また、本学級の児童の実態から

みて、「中jの部分を続けて記述さ

られているのです。

(資料10) r中」の部分を記入する短冊シート
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せると、内容が整理できないまま文章を書き進める児童の存在が予想された。しかし、短冊シートを活

用したことで、日頃は個別指導を必要とする児童も、自力で短冊シートを書き進めることができていた。

メモをもとに、事例ごとに文章に直していくというスモールステップの取組が効果的に作用した結果だ

と考える。

7 実践のまとめ

(1) 成果

価値目栂

・他者と自分を比べながら、お互いの考えの良さを認め合うことができる。

文章を書き、一冊の「食べ物へんしんブックJを作るという目標に向かって学習に取り組んだことで、

友達の書いた文章を互いに読みあい、その過程で友達のがんばりに目を向けることができた。特に、自

分の知らなかったことを友達の書いた文章から知った児童は、「初めて知ったよ。ありがとうJrすごい
ね。びっくりしたよ。」等、友達に声をかける姿が見られた。学級全員分の書いたものを一冊の本にまと

めるということが、自分と他者を比べること、お互いの良さに目を向けることに結びついていったと考

える。

また、保護者からも「初めて知ったことがありました。驚きました。Jなどの感想をいただいた。家庭

で保護者と児童が共に「食べ物へんしんブックJを読み合う過程で、他者の考えの良さにも自然と目が

向いたことがうかがえた。

このように、学校、家庭でお互いの考えの良さを認め合う場を設定したことで、書くことに対する児

童の意欲も高まったものと考えられる。

態度目標

FE石Zわかりやすく伝えるために、工夫して書こうとすることができる。
「食べ物へんしんブックJを作るという目標を設定して学習に取り組んだことで、児童は文章を丁寧

な文字で一生懸命に書いていた。教師のただ「丁寧に書きましょう。わかりやすく書きましょう。Jとい

った抽象的な指示ではなかなか児童の意識も高まらないが、友達や家族に読んでもらうという思いがあ

るからこそ、分かりやすく伝えようと工夫を凝らす姿が見られた。

このような児童の姿からも、「食べ物へんしんブックJを作るという取組は、態度目標を達成するため

に有効に作用したものと考える。

技能目槙

・「はじめ・中・おわりjの構成を理解し、調べたことを段落に分けて書くことができる。

「中J部分で、内容のまとまりごとに段落を分けて書くことができる。

・書いたものを読み合って、書き手の考えについて意見を述べ合うことができる。

「はじめJr中Jr終わり」の構成を意識させるための構成表を活用したことで、児童は調べたことを段
落に分けて書くことができた。「中Jの部分でも、短冊シートを活用したことで、内容のまとまりごとに

段落を分けて文章を書くことができた。書くことを苦手とする児童も、構成表を使ったことで視覚的に

「はじめJr中Jr終わり」の構成がとらえられ、つまずきを見せる姿も見られなかった。
「食べ物へんしんブックJを作ったことで、児童は書いたものを読み合う活動をとても楽しんでいた。

そして、互いの文章を読み合う中で、自然と友達の書いた文章に対する意見を述べ合う姿も見られた。
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(2) 課題

・価値目標や態度目標は児童の学習意欲を支えるものだということが分かつた。教師としては技能目標

に意識が向きがちであるが、価値目標や態度目標の大切さを改めて認識する必要がある。

そして、価値目標や態度目標を意識した国語科授業づくりを行っていかなければならないと考える。

(3)単元を終えて

私自身の指導を振り返ってみると、今までの国語科・書くことの指導では、「適切に文章が書けるかj

「段落を意識しているかJr誤字はないか」など、「技能目標Jに対する評価が重点的であった。しかし、
本単元の実践を通して、「価値目標Jr態度目標Jに対する評価を意識するようになったことが私自身の
大きな変化である。

学級で作成した「食べ物へんしんブックJは、児童一人一人の大切な宝物となっている。児童が「宝

物j と思えるように至ったことは、価値目標を意識することの重要さを物語っていると考える。あなが

ち、技能目標だけに目が向きがちだが、価値目標や態度目標といった視点も国語科学習では大切である

と私自身が学ぶことができたのは、とてもうれしいことである。

技能目標に関しては年間計画を立て、重点目標を設定した。このことは、私自身の指導法を改善する

ということにつながった。というのは、これまでの学習では、「取材Jr記述Jr構成Jr推敵」等、すべ
ての技能項目を完壁に指導しようとしていたからである。そのため、授業時数が不足したり、「記述Jの

部分に偏った指導をしたりしてしまっていた。しかし、単元毎に重点を定めたことで、メリハリのある

指導ができるとともに、結果的には万遍なく技能項目を指導できるようになった。

最後に、実践をまとめる過程で考えたことは、「構成に重点を置くということは、他の技能項目(記述、

取材など)の指導を簡略化することではない」ということである。私自身、児童が記述や取材の面でつ

まずきを生じないように、ワークシートの活用など様々な手だてを取ってきた。構成に重点を置くため

に、他の技能項目に関しても何らかの手だてを講じていたのである。このように、重点を置くというこ

との大切さも本実践を通して学ぶことができた。
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